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「ほかの子よりすごい」の 

主語は「ほかの子」

こど看さんの著書『児童精神科の看護師

が伝える子どもの傷つきやすいこころの守

りかた』より、心ひかれた文章をご紹介し

ます。 

 

「ほかの子はできてるよ？」と子どもに

言った経験はありますか？私はもちろんあ

りますし、その度に後悔して子どもに謝っ

てきました。この「ほかの子との比較」は

子どもとのコミュニケーションで避けるべ

きことのひとつなのですが、なぜだかご存

じでしょうか？ 

「ほかの子はできてるよ？」という言葉

の主語は「ほかの子」ですね。つまり、こ

の言葉は目の前の子どもではなく、その子

の周りの子どもたちを中心に

考えられた言葉です。「この

くらいしてもらわないと困

る」といった大人の不安や

焦りが漏れ出た言葉とも言え

ます。しかし、子どもからすれば、「あなた

はほかの子よりできてない」という意味に

受け取れる言葉でもあり、「自分はダメだ」

と自信を失わせる可能性を秘めています。 

 同じように、「ほかの子よりできている

よ！」「ほかの子よりすごい」という肯定的な

比較も避けるべきだと思います。 

この言葉、表面的にはポジティブに聞こ

えますが、主語はやはり「その子の周りの

子どもたち」です。子どもに「ほかの子よ

りがんばらなきゃいけない」というプレッ

シャーを与えかねません。  

では、どうすればよいのでしょうか？ 

簡単です。その子の「過去」と「今」を比

較するのです。子どもが過去に比べてどれ

だけ成長したのか、どれだけ進歩したの

か、どれだけがんばってきたのかを認め、

ともに喜びましょう。「去年よりも野菜が

食べられるようになった」「半年前よりも夜

更かししなくなった」

といったように、ほか

の子どもを登場させる

ことなく、その子の中

で起きている成長を認

めるのです。 

そんな大人に対して、子どもは「この人 

は、自分をよく見てくれている」と安心を

感じます。比較するのは目の前の子どもの

「過去」と「現在」だけでいいのです。 

 

いかかでしょうか？「我が子」を主語に

子育てしませんか。 
 

引用：こど看著「子どもの傷つきやすいこころの守り方」 
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